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●アイステントインジェクトW

 iStent injectⓇW（アイステント インジェクト ダブル） は、長さわずか

0.36mm のチタン製の医療器具です。これを眼内の線維柱帯に挿入することで、

房水(目の中の液体)の流れを促し、眼圧を下げるとともに、使用している点眼薬

を減らせる可能性があります。白内障手術の切開創から「線維柱帯」に挿入しま

す、新たに切開創を作る必要がなく、眼への負担が少ないのが特長です。臨床的

にも、安全性と有効性が確認されている治療法です。 

●ハイドラス 緑内障マイクロステント

 HydrusⓇ緑内障マイクロステントは、日本で保険適用となった比較的新しい

低侵襲緑内障手術（MIGS）のデバイスです。全長は約 8mmで、まつ毛と同じ

程度の細さの金属製ステントです。柔軟性に優れ、生体適合性も確認されていま

す。このステントは、白内障手術と同時に行うことが可能で、眼内の「線維柱帯」

に挿入します。これにより房水（目の中の液体）の流れをスムーズにし、出口を

広げることで眼圧を下げることを目的としています。 

●プリザーフロマイクロシャント

プリザーフロⓇマイクロシャント手術 は、従来の濾過手術で行う線維柱帯を

切除してバイパスを作る代わりに、シリコン製のマイクロシャントを眼外から

「線維柱帯」に挿入し、房水をバイパスさせることで眼圧を下げる手術です。

従来の濾過手術に比べて合併症が少なく、安全性が高い手術とされています。 

 

西眼科病院創立 91 周年 

 

近年注目されている MIGS（低侵襲緑内障手術） は、従来のように大きな切開を伴う手術とは異な

り、角膜をわずかに切開するだけで行え、低侵襲・短時間で行えるため、術後の回復が早く、患者さ

んの負担を大きく軽減できる新しい治療法です。緑内障の進行を抑えることが期待でき、更にこれま

で使用していた点眼薬の数を減らせる可能性もあります。安全性と効果を両立させることを目指して

おり、濾過手術が必要となる症例を減らすことが期待されています。ただし、MIGS で十分な眼圧下

降が得られない場合には、従来の濾過手術・トラベクレクトミー(線維柱帯切除術)や、ロングチュー

ブ手術(アーメドバルブ挿入術)などの手術が必要となることもあります。以下に、有効性と安全性が

示されている代表的な治療法をご紹介します。詳細については、当院スタッフまでお尋ねください。 

 

micro invasive glaucoma surgery 



  第 43回 ESCRS(欧州白内障屈折矯正手術学会)    9月 12-16日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 多焦点眼内レンズ 無料説明会     西眼科病院 1F にて   

  
 
 

16:00 開始 (30 分間)

 

開催予定日： 11 月 6 日(木) 12 月 4 日(木) 1 月 8 日(木) 2 月 5 日(木)   

 

 特殊・専門外来   

 
●白内障/屈折矯正外来(フェムトセカンドレーザーを用いた白内障手術・多焦点眼内レンズ・ICL(眼内コンタクトレンズ)・

オルソケラトロジー・マイオピン点眼)●角膜外来(角膜疾患全般・角膜移植(PKP/DSAEK/DMEK/DALK)・羊膜移植・

円錐角膜・角膜クロスリンキング・エキシマレーザーPTK)●ぶどう膜炎外来●網膜硝子体外来(メディカルレチナ・サージカ

ルレチナ)●緑内障外来●涙道外来(チュービング・DCR)●眼瞼・眼形成外来(内反症・眼瞼下垂・翼状片)●ドライア

イ外来●ロービジョン外来●斜弱眼筋麻痺外来●小児眼科外来(斜視・弱視等) 

保険外診療(保険適用外) 

 毎月第 1 木曜日  

ESCRS（欧州白内障屈折矯正手術学会）は、毎年世界中から 1万人以上の眼科専門医や研究

者が集まり、白内障、屈折矯正や角膜・前眼部の最新技術について発表・討議が行われる国際学会で

す。第 43回 ESCRSは、アンデルセン童話や北欧デザインの発祥地としても知られる、デンマーク・コペンハ

ーゲンで開催されました。当院からは 西 悠太郎 (副院長・学術研究統括部長)が、シンポジウム講演・パ

ネルディスカッションに登壇・発表しました。 

当院の最新データ解析を基に、脳アダプテーションの重要性も検討し、近年の多焦点眼内レンズの進化

と今後の展望を提示し、さらに、西院長・副院長をはじめ、世界各国のエキスパート達がこれまで取り組んで

きた研究を踏まえ、レンズレフィリング(水晶体再建術)の歴史とその位置づけを考察的にまとめた内容を発

表しました。またポスター口演では脳アダプテーションの重要性を指摘しました。 

発表後は、会場の多くの眼科医から高い関心が寄せられ、活発な質疑応答が行われました。 

ご興味のある方はこの機会に是非、ご家族やお友達とご参加ください 

予 約 不 要 

多焦点眼内レンズ (フェムトセカンドレーザーを用いた白内障手術) 

当院では、基本理念のもと、スタッフ全員で症例の共有を行い患者さんにとっての最適解を選択しております 

10 月「第 79 回日本臨床眼科学会(大阪国際会議場)」開催  
本学会では、西悠太郎先生が「老視治療」のシンポジウムにおいて  

「老視治療と多焦点眼内レンズ」をテーマに発表を行います。  
当日の模様や講演内容の詳しい報告は、次号の『西眼科だより』でお届けします。  

悠太郎先生 


